
  

 
 

 
 
 
 
 

お問合せ先：国土交通省 青森河川国道事務所 〒０３０－０８２２ 青森市中央三丁目２０－３８ 

            地域づくり相談室 TEL017-734-4529 FAX017-722-2577 

平成２６年７月２２日（火） 第２１０号 
  

「第１２回岩木川河川整備委員会」が、 

開催されました 
 

 
【委員会の様子】 

 
 

 

                       

 

 

 

 

 
 

 

 

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/index.html 

ご意見は 

こちらまで 

平成２６年７月１５日、弘前パークホテルにおい

て、「第１２回岩木川河川整備委員会」が行われまし

た。 

「岩木川河川整備委員会」は、①岩木川水系河川

整備計画の策定、②河川整備計画策定後の各種施

策の進捗、③河川整備計画に基づいて実施される

直轄事業の再評価・事後評価について意見を伺うた

め、学識経験者等を委員として、平成１８年３月２日

に設立されたものです。 

【平成２５年９月台風１８号出水の様子】 

大規模な出水となり、鶴田町役場付近で

は、土のうを積み、越水を防いだ 

 今回の委員会では、岩木川水系の大臣管理区間、県管理区間それぞれの河川整備計画

の進捗状況を説明するとともに、直轄事業の再評価について、ご審議いただきました。 

河川整備計画の進捗状況の説明では、国、県それぞれの担当者から、事業の進捗状況を

説明するとともに、昨年の台風１８号出水による浸水被害を受けて、同じような出水が起きて

も、洪水を安全に流下させることができるよう、堤防整備、河道掘削等を進めていくことを説

明しました。 

 また、直轄事業の再評価の審議は、「岩木川河

川改修事業」および「津軽ダム建設事業」について

行われました。事業の再評価は、国土交通省が所

管する公共事業において、事業採択後、一定の期

間ごとに事業の継続の必要性等を評価するもので

す。 

審議の結果、岩木川水系における治水対策の

推進、施設の適切な維持管理、津軽ダム建設によ

る利水者への水の安定供給などの事業の必要性

は、現時点においても変化はなく、費用対効果等

の投資効果も確認できることから、事業を継続す

ることが妥当であると判断をいただきました。 
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